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一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

２０２５（令和７）年度 第１回 （通常）総会議事録 

 

（文中敬称略） 

 

１．開催日時  ２０２５（令和７）年６月２５日（水） 

１６時００分から１７時０９分まで 

 

２．開催場所  環びわ湖大学・地域コンソーシアム会議室および Web によるオン

ライン会議 

 

３．出 席 者 

滋賀県立大学           （理事長・学長      井手 慎司） 

龍谷大学             （学長          安藤  徹） 

聖泉大学             （学 長         唐  楽寧） 

びわこ学院大学        （地域・産学連携研究支援課長 岡崎 孝文） 

びわこリハビリテーション専門職大学（学 長         角野 文彦） 

滋賀文教短期大学         （理事長・学長      松本 秀章） 

滋賀短期大学           （学長          秋山 元秀） 

放送大学滋賀学習センター     （所 長         太田 善之） 

滋賀県              （副知事         岸本 織江） 

大津市              （政策調整部長      内川 直樹） 

草津市          （総合政策部草津未来研究所副所長 角  一朗） 

甲賀市              （総合政策部長      吉川  寛） 

東近江市             （企画部長        中堀 智之） 

滋賀経済同友会          （代表幹事        淺野 邦彦） 

 

４．理事長を代理人と定める委任状による出席者 

滋賀医科大学 

長浜市 

 

５．議決権行使書による出席者 

滋賀大学 

立命館大学 

成安造形大学 

長浜バイオ大学 

びわこ成蹊スポーツ大学 

彦根市 

 

６．理事・監事の出席者 

理 事  井手 慎司（理事長）、岸本 織江（副理事長）、安藤 徹、 

唐 楽寧、太田 善之 

監 事  角野 文彦、秋山 元秀 
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７．上記以外の出席者 

幹 事  松浦 博（代表幹事）、中嶋 毅（副代表幹事）、礒谷 充晃、 

内川 直樹 

 

事務局（議事録の作成に係る職務を行った者） 

 近藤 茂生、岡野 裕美 

 

正会員２２会員中、１４会員の出席、２会員の理事長を代理人と定める委任状に

よる出席、６会員の議決権行使書による出席により、総会が有効に成立することを

確認した後、井手慎司理事長が議長に就任し、開会を宣言した。 

 引き続き出席者による自己紹介があった。 

議事録署名人に、安藤 徹 龍谷大学学長および岸本 織江 滋賀県副知事が選任

された。 

 

８．議  事 

１）審議事項 

議長から提案があり、第１号議案と第２号議案は関連する事項であることか

ら、第１号議案、第２号議案および監事による監査結果を先に報告したうえで

一括して審議し、各議案の採決を行うこととした。 

第１号議案については資料１－１および１－２に基づき松浦博代表幹事か

ら、第２号議案については資料２に基づき近藤茂生事務局長から、それぞれ説

明があった。また監事監査報告については角野文彦監事から、６月１３日実施

の監事監査の結果が正当であることの報告があった。 

以上の報告の後、各議案について審議を行った。 

 

第１号議案 ２０２４（令和６）年度事業報告（案）について 

採決の結果、賛成２２名で原案どおり承認された。 

 

第２号議案 ２０２４（令和６）年度収支決算（案）について 

採決の結果、賛成２２名で原案どおり承認された。 

採決後、角野監事から監事監査をふまえた補足意見として、コンソーシアム

において、理系人材の育成に加えて、今後担い手が不足すると考えられる医

療・福祉分野の人材育成にも取り組むことは考えられないか、との意見があ

った。意見を受け、本件は滋賀県の意見も伺いつつ、今後の幹事会において対

応を検討することとした。 

 

２）報告事項 

１．２０２５（令和７）年度役員、幹事、組織体制について 

資料３に基づき近藤事務局長から、２０２５（令和７）年度の役員、幹事お

よび組織体制について報告があった。また、次年度（２０２６年度）のコンソ

ーシアム役員・役職者の選出において、特に理事・監事は交代時期が年度途中

となるため、役職者の任期を確認のうえで空白が生じないよう選出してほし

い、との要請があった。 
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２．２０２５（令和７）年度事業部会の担当体制について 

資料４に基づき近藤事務局長から説明があり、２０２５（令和７）年度事業

部会の担当体制について報告があった。また今年度事業の進捗状況について、

あわせて報告があった。井手理事長から、コロナ禍により制度の利用者が減

りその後なかなか回復しなかった理由および今年度に回復した理由について

質問があり、単位互換事業部会の主担当である龍谷大学瀬田教学部 津秋博之

次長から、コロナ明け直後の学生達は他大学との単位互換より、まず自分の

大学で授業を受けることに重きを置いていたのではないか、一方でコロナ禍

以降に大学に入学した現在の１、２年生には、いろいろな大学の授業も受け

てみたいという気持ちがようやく生まれてきたのではないかと推察している、

との説明があった。 

 

３．（いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト）第 1回 Glocal SDGs 全国大会 in

琵琶湖および地球の叫び・オペラ『みづち』への参加・協力について 

 資料５に基づき近藤事務局長から、第１回幹事会（２０２５年５月２９日

開催）の審議を経て、２０２５年６月２８日（土）～２９日（日）にかけて

開催される「第 1回 Glocal SDGs 全国大会 in 琵琶湖」および地球の叫び・

オペラ「みづち」（いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト実行委員会主催）

にコンソーシアムとして参加・協力することについて報告があった。 

 

４．滋賀留学支援コンソーシアム 令和６年度 事業報告および令和 7 年度事業

スケジュールについて 

 資料６に基づき近藤事務局長から、滋賀留学支援コンソーシアム 第１回

運営部会（令和７年５月２９日開催）で審議・報告された、令和６年度 事

業報告および令和 7年度事業スケジュールについて報告があった。 

 

３）その他 

１．（滋賀県）滋賀県総合企画部大学連携推進室の設置と取組について 

 滋賀県総合企画部管理監の礒谷大学連携推進室長から口頭で、２０２５年４

月から総合企画部に大学連携推進室を設置したことの趣旨および現在の取

組について報告があった。 

 

 

以上で議事を終了し、議長は閉会を宣言した。 

 

 

この議事録が正確であることを証するため、議長（理事長）および議事録署名人は、

署名押印する。 

 

 

 

 

 




